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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 606.3 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 17 23

人／年 17 23

地域内におけるイベント会議開催件数 件／年 17 23250
地域内における自治会等の会議開催数及び各種イベント
開催数

地域コミュニティの拠点施設として、地域住民のまちづくり活動の
活性化を図る。

150

548,000

地域への回遊人数 地域内の観光資源、商店街などを利用する観光客人数
健康増進施設、芝生広場などに訪れた観光客を、コミュニティバ
ス、レンタサイクルなどの交通手段を整備することにより、当地区
が持つ観光施設などに回遊する観光客を増加させる。

3,500 16,000

公共施設の利用人数
既存施設である市民センター、公民館及び図書館に加え
て、今後整備する健康増進施設、芝生広場など公共施設
の利用人数

健康増進施設、芝生広場など、集客能力の高い施設を整備し、他
地域からの交流人数の増加を図る。 298,000

　地区内には、豊かな歴史的・文化的資源、自然的資源などの観光資源があるが、地区内に人が集まる核となる施設がないためこれらの資源を活かしきれず、かつての賑わいを取り戻せない要因と
なっている。
   ・地域活性化のため、人が集まる核となる施設として、集客能力の高い健康増進施設・芝生広場などの整備が必要である。
   ・他地域からの来訪者を、地区内の観光資源に回遊させる手段として、コミュニティバス、レンタサイクルなどの交通手段の整備が不可欠である。
   ・当地区は、地域住民がまちづくりのための任意団体を結成し活動するなど、地域住民のまちづくり意識は高いが、活動拠点となる施設がないため、まちづくり活動の機能が十分に働いていない。

　豊かな観光資源と地域住民の高いまちづくり意識を活かし、姫路市西部における新たな交流拠点となることを目指す。
　・人が集まる核となる施設として、集客能力の高い健康増進施設・芝生広場などを整備し、他地域からの交流人口を増加させる。
　・地区内にある豊かな観光資源を活用するため、ＰＲ活動を支援するとともに、コミュニティバス、レンタサイクルなどの交通手段を整備し、賑わいの創出を図る。
　・地域住民のまちづくり活動の拠点となる施設を整備し、地域住民が目指すまちづくりを行政が支援することにより、官民協働によるまちづくりを実現する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

地域住民とともに、地域資源を活用したまちづくりを推進し、地域の活性化を図る。
１．集客能力の高い施設を整備し、他地域からの来訪者の増加を図る。
２．地域資源を活用した回遊ルートを整備し、回遊人口の増加と地域の賑わいを創出する。
３．地域コミュニティの拠点を整備し、地域住民のまちづくりを支援する。

　本地区は、姫路市の中心市街地から南方約１０㎞の市域の南西部に位置している。古くは江戸時代から、揖保川流域の米や醤油などを扱う海運拠点として栄え、おおいに発展していた歴史ある土
地である。現況は、国道２５０号が東西に走り、臨海部には大規模な工場が並んでいる。また、地区の中心部には商店街があるが、３００以上もあった商店は約３分の１に減り、高齢化が進み活気を取
り戻せない状況にある。網干沖の人工島には、兵庫県流域下水道の終末処理場があり、（仮称）姫路市新美化センターの建設が予定されているなど、清掃施設による地区のイメージダウンが懸念さ
れる中、逆にこれを起爆剤として地区内を活性化させるべく、地域住民がワーキンググループを設置し、網干沖に建設予定の健康増進施設と地区内に点在している古刹・名刹、趣のある町並みなど
を連係させたまちづくりの手法などを研究している。

都道府県名 兵庫県
ヒョウゴケン

姫路市
ヒメジシ

網干南地区
アボシミナミ

計画期間 交付期間 23



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
　現在、新美化センター建設に伴い、これを契機として網干地域を活性化するべく、姫路市と地域住民で協議会を設置している。地域住民は、さらに具体的にまちづくりを検討するべく、ワーキンググループを設置している。
　ワーキンググループは平成１８年１月に設置され、あぼしまち交流館の機能及び配置、あぼしまち交流館を核とした地域活性化方策等の検討を行っており、平成１８年１１月現在、１４回開催されている。当グループは、会議開催のほ
か、まちづくり活動の先進地である奈良県奈良市、広島県竹原市を視察するなど、精力的に活動を行っている。

方針に合致する主要な事業

・集客力のある施設を整備し、他地域からの来訪者の増加を図る。
　
　プール・入浴施設・多目的ホールなどを備えた健康増進施設、西日本最大級のグラウンドゴルフコースを備えた芝生広場を整備し、また、
既存の公園にある相撲場に屋根を設置するなど集客能力の高い施設を整備することにより、地域住民に憩いの場を提供し、他地域からの来
訪者の増加を図る。
　また、関連事業として整備する、ごみ焼却施設、再資源化施設及び啓発管理施設においても、施設見学の受け入れや環境啓発活動を積極
的に推進することにより、他地域からの来訪者の増加を図る。

・地域資源を活用した回遊ルートを整備し、回遊人口の増加と地域の賑わいを創出する。
　
  地区内に点在する豊かな歴史的・文化的資源、自然的資源を有効活用するため、地域資源マップを作成するとともに、観光案内標識を設
置するなど地域住民が行うＰＲ活動を支援し、また、中川堤防道路を整備し、コミュニティバス運行事業及びレンタサイクル事業を整備するな
ど、回遊ルートを整備することにより、既存の観光資源と今回整備予定の施設群を連携させて、総合的な観光交流地として地域の賑わいを
創出する。

・市道網干１２９号線・同３１６号線整備事業　　（基幹事業、道路）
・レンタサイクル事業　　　　　　　　（関連事業）
・地域資源ＰＲ活動支援事業　　　（提案事業、地域創造支援事業）

・芝生広場整備事業　　　　　　　（基幹事業、地域生活基盤施設）
・網干南公園相撲場改良事業　（提案事業、地域創造支援事業）
・健康増進施設整備事業　　　　（提案事業、地域創造支援事業）
・ごみ焼却施設整備事業　　　　（関連事業）
・再資源化施設整備事業　　　　（関連事業）
・啓発管理施設整備事業　　　　（関連事業）

・地域コミュニティの拠点を整備し、地域住民のまちづくりを支援する。

　地域住民が行うまちづくりの拠点施設としてあぼしまち交流館を整備する。建物は、市が地域団体への補助金を支出することによって整備
し、運営・管理についても地域住民が自ら行う。活動拠点を整備することにより地域住民のまちづくり意識が高まり、行政が地域住民開催の
イベント等まちづくり活動を支援することにより、官民協働のまちづくりを実現する。

・あぼしまち交流館整備事業　（基幹事業　高次都市施設、　提案事業　地域創造支援事
業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 姫路市 直 Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ１９ Ｈ２１ 173 173 173 173

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 姫路市 直 － Ｈ１８ Ｈ２３ Ｈ１９ Ｈ２３ 746 724 724 724

高質空間形成施設 －
新在家自治会他５自治会 間 － 131 131 85 85
新在家自治会他６自治会 間 44 44 30 30

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,094 1,072 1,012 1,012 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
姫路市 直 Ｈ１８ Ｈ２３ Ｈ１９ Ｈ２３ 1,648 1,405 1,405 1,405
新在家自治会他５自治会 間 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 24 24 19 19

姫路市 直 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 149 149 149 149

地域資源ＰＲ活動支援事業 姫路市 直 Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 4 4 4 4

0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 1,825 1,582 1,577 1,577 …B
合計(A+B) 2,589

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
姫路市 環境省 402t/日 ○ Ｈ１８ Ｈ２１ 17,917

姫路市 環境省 100t/日 ○ Ｈ１８ Ｈ２１ 3,836

姫路市 環境省 ○ Ｈ１８ Ｈ２１ 610

姫路市 ○ Ｈ２１ Ｈ２１ 1

合計 22,364

交付対象事業費 2,589 交付限度額 562.2

事業
細項目

規模直／間

国費率

（参考）事業期間
うち民負担分

0.217

交付期間内事業期間

60

0

0

うち民負担分

46
Ｈ１９ Ｈ１９Ｈ１９

事業箇所名

市道網干１２９号線・同３１６号線

－

14

0

事業主体

Ｈ１８

－

まちづくり活
動推進事業

健康増進施設整備事業

事業箇所名

－

所管省庁名

（参考）事業期間

－

－

－

地区内全域

住宅市街地
総合整備
事業

全体事業費
事業期間

網干区余子浜

事業主体 直／間

事業主体

－

レンタサイクル事業

再資源化施設整備事業

啓発管理施設整備事業 姫路市網干区網干浜

事業

ごみ焼却施設整備事業

高次都市施設
観光交流センター

事業

事業活用調
査

地域創造
支援事業

細項目

あぼしまち交流館整備事業

網干南公園改修事業

網干区余子浜

地域交流センター

規模
（いずれかに○）

交付期間内事業期間
規模

姫路市網干区網干浜

事業箇所名

地区内全域

姫路市網干区網干浜

網干区新在家



都市再生整備計画の区域

　網干南地区（兵庫県姫路市） 面積 606.3 ha 区域 姫路市網干区網干浜、新在家、垣内中町、興浜、浜田、余子浜他




